
 報道機関各位      

                              

 

 

 

 

令和8年9月1日から、あびバスの６ルート目として新たに「平和台ルート」の運行を開始します。 

このルートは、布佐駅南口と新木駅南口間を運行し、布佐平和台地区の生活路線として公共交

通の維持を図ります。また、あびバスとして初めて中型バスを導入し、手賀沼や筑波山、「手賀沼のう

なきちさん」を描いた親しみやすいデザインとなっています。 

 

◎経緯 

不採算路線であった「布佐駅南口」と「新木駅南口」を結ぶ路線バス「平和台線」について、バス

会社が令和６年８月末での廃止を決定したことを受けて、本路線は沿線住民の日常生活を支える

重要な交通手段であることから、これまで市が運行経費を補填し運行を維持してきました。 

路線バス「平和台線」が運行する市内東側地域は、高齢化率が高く、人口減少や通勤・通学世

代の減少が進んでいます。また、布佐駅前のスーパーマーケットが閉店したことにより、食料品や日

用品の買い物をするためには、隣接する新木駅周辺へ移動する必要があります。地域住民の移動

手段を確保するとともに、市内東側の地域活性化を図るため、新たに「平和台ルート」として、あびバ

スの運行を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 8月 31日 
定例記者会見資料 

あびバス「平和台ルート」の運行を開始 

Abiko city 

【問い合わせ】 

我孫子市 建設部 交通政策課 
担当：飯塚・宮崎 
電話：０４－７１８５－１３６９ 



資料 

◎あびバス「平和台ルート」運行ルート                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲あびバス「平和台ルート」車両 

 


